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Z(K,h)=tぎiexp(K 三 三 S- 'S- →+h三甲- )O (1)nl n n十l nn
今,この格子をIJXLX ･･- ×L(1≪ L≪ f)の blockに分け,各 blockの状態が














blockを使って更に大きな block を構成することを考慮 し,Lを連続変数に拡張する
ことにより,KL ヲ hLに対 し次の方程式を得るo
dKL _ 1
- - - u(KL , h2L)dI. 1｣




ければ近い程KL がKcから充分離れるLtま大きく, T-Tcでは常に KL - Kc であるo
この様にして, (u,,-K ,h)曲面の点 (Kc,0) 近傍の曲率が臨界指数を決定する｡
更に "irrelevant"variableがある場合迄一般化が行われている.但 し, u,Vの具休
的な形は求めていない｡
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